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1. はじめに 

 本研究は、聴覚障害を有する学生のためのバリア対策

のひとつとして、校舎棟各階の共用片廊下の外部に、他

棟へ通じる外通路を並行して配置するとともに、片廊下

の外皮を床から天井の高さまで透明単板ガラスで構成し、

学生が片廊下と外通路から互いに見通せるようにした大

学施設を研究対象としている（写真 1～2、図 1～3）。こ

うした配慮により、学生の耳からの情報の不足を視覚的

に補うことが容易になるだけでなく、片廊下は安心感の

得られやすい空間になるほか、片廊下と外通路にいる人

とで手話等によるコミュニケーションも可能になると考

えられる。また、この片廊下の幅は約 2.4ｍとやや広く、

学生同士あるいは教員と学生が気軽に立ち話ができるコ

ミュニケーションの場でもある。 

 しかしその一方で、片廊下は空調がなく、外部とガラ

ス１枚で広い面積を接しているため温熱環境的には日射

や外気温の影響を受けやすい状況にあり１）、夏の暑さや

冬の寒さの面で良好とは言えないだけでなく、片廊下に

隣接する研究室の空調エネルギー消費量とも無関係では

ない。この状態は、片廊下が西向きで視線や日射を遮る

ブラインドがなく、ガラス面積が空間容積に対して大き

いことがその影響を一層顕著にしていると考えられる。 

 本研究では、まず学生や教員へのアンケートによる

POE 調査を実施し、片廊下と外通路の日常の印象や使用

実態を明らかにする。次に、片廊下の温熱環境改善方法

のひとつとして、外皮のガラス面積を小さくすることが

考えられるが、外皮ガラス面積と利用者の心理量、特に

聴覚障害者の心理量との関係については明らかにされて

いない。そこで、疑似壁を設置する方法により片廊下の

ガラス面積を変化させ、そこを通行する際に聴覚障害の

ある学生の心理量がどのように変化するかを把握するた

めの被験者実験を行った。 

 

２．POE 調査の概要 

 表１にアンケート調査項目の概要を示す。日常最も使

   

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 アンケート調査項目（評定尺度は省略） 

図 1 校舎棟 4 階平面図    図 2  A-A’ 断面図（2～6階） 

図 3  B-B’ 断面図（1階）  

写真 1 片廊下から見た 

外部通路の状況  
写真 2 外部通路から見た片廊下

とその内部の状況   

外通路 

  1.  基本事項 　学生 ：　所属、学年、性別　　　　　　教員 ：　所属、性別

　2.　最も使用する階 　1階～6階のいずれかを選択

　3.　最も使用する階の片廊下について
　・明るさの印象　　　 ・夏の暑さの感じ、程度　　・冬の寒さの感じ、程度　　・廊下の幅　　・天井の高さ
　・安心感・開放感　　・歩きやすさ　　　　　　　　　・窓からの外の様子の見通し　　・窓の外を見る頻度
　・窓の外を見るのはどのようなときか　　　　　　 ・窓ガラスの面積                   ・総合評価（満足度）

　4.　最も使用する階の外通路について
　・校舎棟の片廊下内を見る頻度　　　・片廊下内を見るのはどのようなときか
　・外通路から見た片廊下の窓ガラスの大きさ　　・片廊下内の見通し　　　・総合評価（満足度、理由も）

　5.　片廊下と外通路およびその間でのコミニュケーション 　・コミニュケーションの経験の有無、頻度　　 　　・総合評価（満足度）
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用する階はどこかを尋ねたうえで、その階の片廊下（11

項目）、外通路（5 項目）、片廊下と外通路の併設とその間

でのコミュニケーション（2 項目）について普段の印象を

尋ねた。また、それぞれに総体的にみた場合の満足度

（総合評価）も含めて尋ねている。 

アンケートは校舎棟を利用する学生 210 名（全員が聴

覚障害者）、片廊下に接して研究室のある教員 47 名（う

ち 3 名は聴覚障害者）を対象として実施した。回収数

（回収率）は学生 170（81％）、教員 38（81％）であった。 

なお、調査対象とした校舎棟は最上階（6 階）の片廊下

から外部通路にかけてその上部に雨避けのガラス屋根が

架かっており、1 階の片廊下の外部はドライエリア的な空

間で日照条件が他階と異なり、ほとんど日が差し込まな

い状況である。（図 1～3） 

 

３．片廊下外皮ガラス面積と学生の心理量との関係を把

握するための被験者実験 

 この実験の目的は、片廊下の外皮ガラス面積を現状よ

りも小さくしたときに聴覚障害を有する学生の心理量が

どう変化するかを把握することである。実験は 2017 年 11

月から 2018 年 3 月にかけて実施した。図 4 に実験場所と

した 4 階の平面図と被験者の歩行経路、図 5 に実験パタ

ーン毎の外通路から見た片廊下の外皮の状態（基準をガ

ラス面積率 100%）を示す。疑似壁は腰壁、垂れ壁、垂

れ・腰壁の 3 通りとし、区間①と③（図 4）に疑似壁を設

置してガラス面積率を調整するものとした。疑似壁はス

チレンボード（厚さ 7mm）で制作し、実験は直射光の差し

込まない午前中に行った。実験時の疑似壁設置状況を写

真 3 に示す。被験者は START 地点から外通路→片廊下の

順に歩行し(図 4)、そのときの印象を表 2 に示すアンケー

ト項目について回答させた。被験者は 20 歳以上の聴覚障

害を有する学生 38 名(男性 20 名、女性 18 名)である。 

 

４. おわりに 

  調査結果および実験結果は続報にて報告する。外通路

から片廊下の窓を見る場合、実験場所としていない（疑

似壁のない）上下階の窓も視界に入ってくるため、別途

VR を用いた被験者実験も並行して行ったが、その概要と

今回の結果との比較は別の機会に報告する予定である。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4  4 階平面図と実験時の被験者の歩行経路 

図 5  実験パターンと疑似壁の種類・ガラス面積率

文献 １）三浦寿幸、長山健太：「聴覚障害者に配慮した大学施設共
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写真 3 実験時の様子  
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表 2 被験者実験のアンケート項目   

　1.  基本事項
　所属、性別、学年、身長、聴力、普段最も使用する階
　ガラス越しに外を見る頻度・積極性、視環境の満足度

　2.  疑似壁の設置の有無、
　　　設置条件による評価

　片廊下の開放感・安心感・ガラス面積の大きさの感じ方、
　ガラス越しの見通し、　ガラス面積の許容度・満足度、
　（廊下の幅・天井の高さの感じ方）
　注）片廊下と外通路を通行して回答、（　）内は片廊下通行時のみ
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